
 

保護樹木の指定について 

 

１ 指定する樹木の概要 

樹 種 名 イチョウ 

所 在 地 梶原二丁目 9番 12 号（一乗寺） 

 

２ 樹木の状態 

項 目 対象樹木 指定基準 

樹 高 19ｍ 10m以上 

幹 周 2.19m 1.2m 以上 

樹 勢 健全 

（ただし、シロアリの痕跡や露出根の樹皮欠

損等が確認されており、対策が必要） 

健全 

樹 容 樹木医から、丁寧に管理を行えば「長期にわ

たり雄大な景観をみせてくれる状況」と評さ

れる、視認性の高い優れた樹容である。 

樹容が美観上特に優

れている 

特 徴 本樹木は、承応元年（１６５２年）に一乗寺

旧本堂の落成前後に、火難を避けることを祈

念して植えられた「火伏（ひぶせ）イチョウ」

との伝承を持つ、由緒のある老木である。 

生育状況が特殊な樹

木、歴史上・学術上価

値のある樹木 

 

【位置図】 

 

 

 

  



 

３ 樹木の状況 

《遠景》  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

《状況調査の様子》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   



 

《参考》 

●高槻市緑地環境の保全及び緑化の推進に関する条例抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●高槻市緑地環境の保全及び緑化の推進に関する条例施行規則抜粋 

 

  

（保護地区等の指定） 

第 10 条 市長は、緑地環境の保全を図るため必要があると認めるときは、次に掲げる

区分及び態様により、保護すべき地区、樹木、動植物を指定することができる。 

(中略) 

(4) 保護樹木 規則で定める基準に該当する樹木であって、その美観風致を維持する

ために保護を必要とする樹木 

第 10 条第 2 項 

    市長は、前項に規定する保護地区、保護樹木又は保護動植物（以下「保護地区

等」という。）を指定しようとするときは、あらかじめ、高槻市緑地環境保全等 

審議会（以下第１８条第３項までにおいて「審議会」という。）の意見を聴かなけ

ればならない。 

第 10 条第 3 項 

    市長は、前項の規定により審議会の意見を聴くに当たっては、あらかじめ、 

指定しようとする保護地区の土地の所有者及び権原に基づく占有者（以下「所有

者等」という。）又は保護樹木の所有者等の同意を得なければならない。 

 

 

（保護地区等指定基準） 

第 2 条  

(中略)  

３ 条例第 10 条第 1 項第 4 号の規則で定める基準は、次のいずれかに該当する樹木で

あって、その樹木が健全で、かつ、樹容が美観上特に優れていることとする。 

(1) 1.5 メートルの高さにおける幹の周囲が 1.2 メートル以上であること。 

(2) 樹高が 10 メートル以上であること。 

(3) 生育状況が特殊な樹木又は歴史上若しくは学術上価値のある樹木であること。 

第３条  

条例第 10 条第 3 項の規定する同意は、保護地区・保護樹木指定同意書（様式第１ 

号）を提出することにより行うものとする。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 


